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市税
86億4,056万2千円(26.8%)
対前年度3.6%

市債
39億3,420千円(12.2%)
対前年度3.0%

県支出金
23億5,430万6千円(7.3%)
対前年度22.3%

その他
16億5,673万3千円(5.1%)
対前年度0.7%

地方消費税交付金
14億9,480万円(4.7%)
対前年度15.9%

歳入総額
321億9,469万

2千円

分担金及び負担金
1億5,654万1千円(0.5%)
対前年度45.4%

繰入金
16億8,840万6千円(5.2%)
対前年度44.2%%

地方交付税
80億9,500万円(25.2%)
対前年度4.1%

国庫支出金
41億7,414万4千円(13.0%)
対前年度14.7%

円(

歳　入

笛吹市は今年、
どんなことに
お金を使うの？

　令和2年度の一般会計予算総額は、321億
9,469万2千円。前年度と比べて、14億288
万２千円（4.6%）の増額となりました。
　皆さんに納めていただいている税金など
が、令和2年度中にどのように使われるのか
をお知らせします。

　　　　　

自
主
財
源

市税 皆さんから笛吹市に納
めていただく税金です。

分担金及
び負担金

事業にかかる経費の一
部を受益の程度に応じ
て利用者に負担してい
ただいているお金です。

繰入金

歳入不足や特定の目的
を達成するため、各種基
金（貯金）から取り崩し
てお金を使います。

使用料及
び手数料
等

市の施設の利用や証明
書を発行する際にいた
だくお金です。

116億8,254万2千円（36.3％）

依
存
財
源

地方交付税

皆さんが国に納めた税
金の一部が、地方公共
団体の財政状況などに
応じて配分されます。

市債
事業を実施するため
に、国や金融機関から
借り入れるお金です。

国県支
出金

国や県から、特定の目
的を達成するために交
付されるお金です。

その他
税・交
付金

皆さんが国や県におさ
めた税金の一部が、地
方譲与税などとして交
付されます。

205億1,215万円（63.7%）

○用語の説明

令
和
２
年
度 

一
般
会
計
予
算 

３
２
１
億
９
４
６
９
万
２
千
円
（
前
年
度
比
４・
６
％
増
）

特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算 

　

特
別
会
計
や
企
業
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
に
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
を
行
う
会
計
で
す
。

　

※
こ
れ
ま
で
特
別
会
計
で
あ
っ
た
簡
易
水
道
事
業

は
、
令
和
２
年
度
か
ら
企
業
会
計
に
移
行
し
ま
し
た
。

会計区分 予算額 対前年度
 特別会計 175 億1,583 万5 千円 0.8％↓

国民健康保険特別会計 87 億3,692 万2 千円 3.5%↓
介護保険特別会計 68 億7,774 万9 千円 0.9%↑
介護サービス特別会計 961 万1 千円 1.8%↓
後期高齢者医療特別会計 16 億2,352 万9 千円 4.2%↑
農業集落排水特別会計 4,662 万9 千円 14.0%↓
笛吹市境川観光交流センター特別会計 1 億5,000 万円 76.5%↑
森林経営管理特別会計 1,310 万円 111.3％↑
財産区 5,829 万5 千円 12.4%↑

 企業会計 66 億6,620 万4 千円 3.9%↑
水道事業 29 億1,860 万2 千円 2.5%↑
春日居地区温泉給湯事業 7,296 万5 千円 0.4%↓
公共下水道事業 36 億4,285 万円 4.3%↑
簡易水道事業 3,178 万7 千円 皆増
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教育費
24億2,758万5千円(7.5%)
対前年度5.2%

民生費
116億993万9千円(36.1%)
対前年度3.5%

公債費
46億2,634万5千円(14.4%)
対前年度1.3%

土木費
42億8,819万7千円(13.3%)
対前年度12.0%

消防費
11億9,305万9千円(3.7%)
対前年度1.5%

総務費
38億6,330万3千円(12.0%)
対前年度6.5%

衛生費
17億1,340万9千円(5.3%)
対前年度0.1%

※その他
10億5,177万8千円(3.3%)
対前年度6.1%

歳出総額
321億9,469万

2千円

((

農林水産業費
14億2,107万7千円(4.4%)
対前年度48.9%

歳出（目的別）
※経費を福祉や教育などの行政サービスの目的ごとに分類

　令和2年度は、スクラップのないビルドは認めないことを原則に、事務事業評価の結果を反映しながら、本
市の身の丈に合った財政規模とすることを念頭におき、当初予算の編成を行いました。
　その結果、一般会計予算においては、前年度から14億288万2千円多い総額321億9,469万2千円の当初予
算となりました。
　増額の主な要因は、モモせん孔細菌病防除対策事業に4億1,234万4千円、新山梨環状道路側道整備事業に3
億7,350万8千円などを計上したことによるものです。

※その他の内訳

◎予算科目(目的別)の説明

今年度予算の特徴

■歳出（性質別）
※経費を人件費や物件費などの性質によって分類

区　分 予算額 構成比
(対前年度）

義
務
的
経
費

人件費
議員や委員の報酬、
職員の給与や諸手当
に使われる費用

55億
5,606万
7千円

17.3%
（19.0%↑）

扶助費
社会福祉や高齢者・
児童福祉などに使わ
れる福祉的な経費

68億
2,222万
3千円

21.2%
（7.9%↑）

公債費
市債の返済にかかる
費用

46億
2,634万
5千円

14.4%
（1.3%↓）

170億
463万5千円

52.8%
（8.5%↑）

投
資
的
経
費

普通建設補助
国から補助を受けて
実施する道路や学校
などの施設建設にか
かる費用

8億
643万
1千円

2.5%
（12.0%↑）

普通建設単独
市独自の財源で実施
する建設事業にかか
る費用

30億
4,766万
1千円

9.5%
（0.1%↑）

災害復旧費
災害復旧にかかる費用

4万
8千円

0.0%
（2.0%↓）

38億
5,414万円

12.0%
（2.4%↑）

そ
の
他

繰出金
一般会計から特別会計
へ繰り出す費用

26 億
8,590万
6 千円

8.3%
（0.8%↓）

物件費
消費的性格を持つ市
の経費に使う費用
（旅費・消耗品など）

38億
3,996万
1千円

11.9%
（19.1%↓）

補助費
各種団体に
交付する補助金や
負担金などの費用

41億
1,513万
5千円

12.8%
（26.5%↑）

その他
その他費用

6億
9,491万
5千円

2.2%
（8.4%↑）

113億
3,591万
7千円

35.2%
（0.1.%↓）

商工費
5 億463 万3 千円
対前年度3.4%↑

2 億2,312 万5 千円
議会費

対前年度4.1%↓

2 億8,179 万7 千円
諸支出金

対前年度23.4%↑

3,000 万円
予備費

対前年度0.0%→

1,217 万5 千円
労働費

対前年度0.0%→

4 万8 千円
災害復旧費

対前年度 2.0%↓

議 会 費 議会の運営などの経費
総 務 費 庁舎の管理、徴税、戸籍事務などの経費
民 生 費 子育て、高齢者、障がい者などの福祉に支出される経費
衛 生 費 健康増進、環境保全などの経費
農林水産業費 農業振興、農道整備などの経費
商 工 費 観光振興、中小企業の支援などの経費
土 木 費 市道、河川、公園などの経費
消 防 費 消防、救急、消防団などの経費
教 育 費 小中学校、社会教育などの経費
公 債 費 市債の返済にかかる経費
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重 点 事 業

令
和
2
年
度

重
点
事
業
の
紹
介

　

令
和
2
年
度
に
お
い
て
30
事
業

を
重
点
事
業
と
選
定
し
、こ
れ
ら
の

事
業
を
中
心
に
市
政
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

第
二
次
笛
吹
市
総
合
計
画
に
掲

げ
た
将
来
像「
ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン

笛
吹
」〜
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
〜

の
実
現
の
た
め
に
、3
つ
の
基
本
目

標「
幸
せ
実
感　

こ
こ
ろ
豊
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
」「
幸
せ
実
感　

に
ぎ

わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」「
幸
せ
実
感　

1
0
0
年
続
く
ま
ち
」を
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
、3
つ
の
基
本
目
標
の
施
策

体
系
に
沿
っ
て
重
点
事
業
を
紹
介

し
ま
す
。

　

な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
伴
い
、
全
国
鵜
飼
サ

ミ
ッ
ト
事
業
は
中
止
に
な
り
ま
し

た
。

　

不
審
者
に
よ
る
敷
地
内
へ
の
侵
入
の

予
防
、
ま
た
犯
罪
に
対
す
る
抑
止
力
を

向
上
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
市
内
児
童

館（
児
童
セ
ン
タ
ー
）6
施
設
へ
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
を
行
い
ま
す
。

保
育
所
施
設
整
備
管
理
事
業

新　

規

（
子
育
て
支
援
課
）

 

…
1
億
4
1
8
3
万
円

　

不
審
者
に
よ
る
敷
地
内
へ
の
侵
入
の

予
防
、
ま
た
犯
罪
に
対
す
る
抑
止
力
を

向
上
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
市
内
公
立

保
育
所
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
及
び
私

立
保
育
園
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
た

め
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

子
育
て
世
代

住
宅
取
得
補
助
事
業

（
企
画
課
）

 

…
5
1
1
5
万
円

　

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯

が
ロ
ー
ン
を
組
み
、
市
内
に
住
宅
を
取

得
す
る
場
合
、補
助
金
を
支
出
し
、市
内

の
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
を
促
進

し
ま
す
。

～こころ豊かに暮らせるまち～

１ 幸せ実感
人のみがきあげ

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
子
育

て
で
き
る
環
境
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
で
の
支
え
合
い
を
大

切
に
、
誰
も
が
住
み
な
れ
た
場
所
で
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
希
望

を
持
ち
活
躍
で
き
る
環
境
を
通
じ
て
、

心
身
と
も
に
健
全
で
、
こ
こ
ろ
豊
か
に

暮
ら
し
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
つ

く
る
た
め「
幸
せ
実
感　

こ
こ
ろ
豊
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」を
目
標
と
し
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

児
童
福
祉
施
設
管
理
運
営
事
業

新　

規

（
子
育
て
支
援
課
）

 

…
1
3
7
3
万
円

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

N
e
t
1
1
9
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

新　

規

（
消
防
本
部
指
令
課
）

 

…
1
0
2
万
円

　

聴
覚
・
言
語
障
害
者
が
緊
急
時
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
利
用
し
て「
火

災
」「
救
急
」の
別
と
位
置
情
報
を
入

力
す
る
と
消
防
本
部
に
通
報
で
き
る

N
e
t
1
1
9
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
す
。

人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

浅
川
中
学
校
校
舎
等
改
修
事
業

新　

規

（
教
育
総
務
課
）

 

…
8
6
5
7
万
円

　

浅
川
中
学
校
の
施
設
の
老
朽
化
に
伴

い
、校
舎
及
び
付
帯
施
設
に
つ
い
て
、長

寿
命
化
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
令

和
2
年
度
は
、地
質
、測
量
調
査
や
設
計

業
務
を
行
い
ま
す
。
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重 点 事 業

と
連
携
す
る
中
で
、
四
季
を
通
じ
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
笛

吹
市
が
観
光
の
目
的
地
と
な
る
よ
う
な

取
組
を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
、
首
都
圏

及
び
北
関
東
、中
京
圏
に
、圏
央
道
や
令

和
2
年
開
通
予
定
の
中
部
横
断
自
動
車

道
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
本
市
ま
で
の

ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
向
上
し
て
い
る
こ

と
を
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

観
光
宣
伝
事
業

（
山
梨
県
立
博
物
館
連
携
事
業
）

新　

規

（
観
光
商
工
課
）

 

…
1
0
0
万
円

　

本
年
7
月
に
、
山
梨
県
立
博
物
館
で

特
別
企
画
展「
特
撮
の
D
N
A
展
」を

開
催
し
ま
す
。
ゴ
ジ
ラ
は
世
界
的
に
人

気
の
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
た

め
、
国
内
外
の
観
光
客
に
向
け
て
P
R

す
る
こ
と
で
本
市
へ
の
誘
客
を
図
り
ま

す
。

～にぎわいあふれるまち～

2 幸せ実感
産業のみがきあげ

地
域
の
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
磨

き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業

や
観
光
業
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
起
業
の
促
進
や
企
業
誘
致
を
推
進

し
、雇
用
の
確
保
、多
様
な
働
き
方
が
展

開
さ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
国
内
外
の
人
々
が
盛
ん
に

行
き
交
い
、
本
市
の
産
業
が
活
性
化
す

る
こ
と
で
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を

つ
く
る
た
め「
幸
せ
実
感　

に
ぎ
わ
い

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」を
目
標
と
し
ま
す
。

再
び
訪
れ
た
く
な
る

ま
ち
づ
く
り

笛
吹
物
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

（
観
光
商
工
課
）

　
「
笛
吹
物
語
」と
題
し
、
笛
吹
市
観
光

物
産
連
盟
や
観
光
協
会
、
旅
館
組
合
等

学
校
プ
ー
ル

民
間
活
用
モ
デ
ル
事
業

新　

規

（
教
育
総
務
課
）

 

…
5
7
3
万
円

　

児
童
の
健
康
面
に
配
慮
し
、
屋
内
施

設
で
の
安
全
安
心
で
快
適
な
水
泳
学
習

の
実
施
と
、
専
門
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
効
果
的
な
指
導
に
よ
る
泳
力
向
上
を

目
的
と
し
て
、石
和
南
、石
和
東
、石
和

北
の
3
つ
の
小
学
校
を
対
象
に
、
民
間

施
設
を
活
用
し
た
水
泳
学
習
の
モ
デ
ル

事
業
を
行
い
ま
す
。

小
中
学
校
I
C
T
関
連
機
器
等

導
入
事
業

新　

規

（
学
校
教
育
課
）

 

…
５
９
０
２
万
円

　

I
C
T
を
活
用
し
た
授
業
の
充
実

を
図
る
た
め
に
、
市
内
小
中
学
校
19
校

を
対
象
と
し
て
、
大
型
提
示
装
置
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
教
材

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

新
道
峠
展
望
台
整
備
事
業

（
観
光
商
工
課
）

 

…
1
億
3
4
3
万
円

　

世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
富
士
山
と
河

口
湖
、
山
中
湖
ま
で
見
渡
せ
る
唯
一
の

絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
国
内
外
か
ら
本
市
を
目
的
地

と
し
て
訪
れ
る
観
光
客
の
増
加
に
つ
な

げ
ま
す
。
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重 点 事 業

　

市
の
要
望
に
基
づ
き
、黒
駒
西
地
区
、

み
さ
か
桃
源
の
郷
地
区
、
一
宮
南
部
地

区
、藤
垈
地
区
、大
窪
地
区
、梅
沢
日
向

山
、
八
千
蔵
蕎
麦
塚
の
7
地
区
に
お
い

て
、樹
園
地
内
の
農
道
、水
路
、圃
場
等

の
改
修
、
整
備
を
県
営
事
業
と
し
て
行

い
、
工
事
費
の
一
部
を
市
が
負
担
し
ま

す
。

活
力
あ
る
地
域
経
済
づ
く
り

企
業
立
地
促
進
助
成
事
業

（
観
光
商
工
課
）

 

…
8
6
8
0
万
円

　

令
和
元
年
度
に
産
業
導
入
地
区
の
エ

リ
ア
を
拡
大
し
、
地
元
雇
用
の
創
出
及

び
固
定
資
産
税
増
収
を
目
的
に
、
企
業

立
地
促
進
助
成
金
の
交
付
と
、
3
年
度

分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
を
免
除
し
、

積
極
的
に
企
業
を
誘
致
し
ま
す
。

石
橋
農
工
団
地
道
路
改
良
事
業

新　

規

（
土
木
課
）

 

…
1
億
3
5
6
0
万
円

　

石
橋
農
工
団
地
内
の
農
道
を
整
備

し
、
工
業
団
地
エ
リ
ア
の
基
盤
整
備
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
工
業
団
地
へ
の
企

業
入
居
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
、
経
営
強
化
支
援

を
行
う
こ
と
で
、「
笛
吹
市
農
業
塾
」が

日
本
一
の
果
樹
王
国「
ふ
え
ふ
き
」の
農

業
を
支
え
る
方
々
の
た
め
の
環
境
整
備

に
貢
献
し
、
市
の
農
業
情
報
発
信
の
拠

点
と
な
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病
防
除

対
策
事
業

新　

規

（
農
林
振
興
課
）

 

…
4
億
1
2
3
4
万
円

　

市
内
の
広
範
囲
の
圃
場
に
お
い
て
、

モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病
が
蔓
延
し
て
い
ま

す
。
日
本
一
の
産
地
維
持
と
発
展
を
図

る
た
め
、
関
係
機
関
と
相
互
連
携
し
効

果
的
、
効
率
的
な
補
助
及
び
農
業
支
援

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

農
業
保
険
加
入
補
助
事
業

（
農
林
振
興
課
）

 
…
6
5
0
万
円

　

異
常
気
象
等
に
よ
り
農
業
収
入
が
減

少
し
た
場
合
に
、
農
業
経
営
の
安
定
化

を
図
る
た
め
、
収
入
が
減
少
と
な
っ
た

一
部
を
補
償
す
る
果
樹
共
済
や
収
入
保

険
制
度
に
つ
い
て
、
掛
け
金
の
一
部
を

助
成
し
加
入
を
促
進
し
ま
す
。

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業

（
農
林
土
木
課
）

 

…
1
億
3
3
5
7
万
円

実
り
豊
か
な

ブ
ラ
ン
ド
農
林
業
づ
く
り

笛
吹
市
農
業
塾
推
進
事
業

（
農
林
振
興
課
）

 

…
8
4
0
万
円

　

地
域
農
業
の
維
持
と
発
展
を
図
る
た

め
、関
係
機
関
と
相
互
連
携
し
効
果
的
・

効
率
的
な
農
業
支
援
体
制
を
整
備
し
ま

す
。

　

ま
た
、
経
営
が
難
し
く
な
る
高
齢
農

家
等
を
把
握
し
、新
規
就
農
、規
模
拡
大

を
目
指
す
農
業
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

「
第
三
者
継
承
」を
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
の
支
援
、

砂
原
橋
及
び
周
辺
道
路
整
備
事
業

（
土
木
課
）

 

…
1
億
7
1
2
2
万
円

　

石
和
地
区
と
八
代
・
境
川
地
区
を
結

ぶ
と
と
も
に
、新
山
梨
環
状
道
路
、笛
吹

八
代
ス
マ
ー
ト
I
C
及
び
石
橋
農
工

団
地
と
を
結
ぶ
路
線
を
整
備
す
る
こ
と

で
、市
内
の
円
滑
な
交
流
と
、工
業
団
地

活
性
化
を
支
援
し
ま
す
。

移
り
暮
ら
せ
る

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

農
産
物
等
消
費
拡
大
宣
伝
事
業

（
農
林
振
興
課
）

 

…
6
3
7
万
円

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
、
農
産
物
の
産
地
間
競
争
が
激
し

く
な
る
中
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
環
境
で

生
産
さ
れ
、安
全
、安
心
で
、日
本
一
の

生
産
量
と
品
質
を
誇
る「
も
も
」「
ぶ
ど

う
」を
中
心
と
し
た
農
産
物
の
更
な
る

消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、「
笛
吹
産

農
産
物
」の
魅
力
を
国
内
外
に
広
く
発

信
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
内
で
は
東
京
や
大
阪
な
ど
の
大
消

費
者
圏
へ
、
海
外
で
は
東
南
ア
ジ
ア
を

中
心
に
、 「
も
も
」「
ぶ
ど
う
」を
中
心
と

し
た
市
産
農
産
物
の
販
売
促
進
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
。

平成30年4月2日に開設した笛吹市農業塾開所式
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重 点 事 業

新
山
梨
環
状
道
路
側
道
整
備
事
業

新　

規

（
土
木
課
）

 

…
3
億
7
3
5
1
万
円

　

新
た
に
建
設
さ
れ
る
新
山
梨
環
状
道

路
に
側
道
を
整
備
し
、
近
隣
住
民
や
来

訪
者
の
安
全
か
つ
円
滑
な
通
行
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
利
便
性
・
快
適
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

水
難
救
助
資
機
材
購
入
事
業

（
救
助
事
業
）

新　

規

（
消
防
署
）

 

…
1
4
6
万
円

　

台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
発
生
す
る

水
害
か
ら
住
民
を
い
ち
早
く
救
出
す
る

た
め
、水
難
救
助
資
機
材
を
整
備
し
、消

防
本
部
の
救
助
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

有
料
指
定
ご
み
袋
還
元
事
業

（
環
境
推
進
課
）

 

…
2
億
1
1
1
4
万
円

　

有
料
指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て
は
、
ご

み
の
減
量
を
図
る
施
策
と
し
て
平
成
29

年
4
月
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。

将
来
を
見
据
え
た
土
地
利
用
を

推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

見
直
し
事
業 

（
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
）

　

平
成
20
年
度
に
策
定
さ
れ
た
、
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る「
笛
吹

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
、本

市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環
境
、
生
活

環
境
の
変
化
や
上
位
計
画
の
改
定
も
考

慮
し
て
、中
間
見
直
し
を
行
い
、実
態
に

即
し
た
計
画
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

安
全
、安
心
で

災
害
に
も
強
い
ま
ち
づ
く
り

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
策
定
事
業

新　

規

（
政
策
課
）

 

…
4
3
万
円

　

大
規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
て
も
、

人
命
を
守
り
、
経
済
社
会
へ
の
被
害
が

致
命
的
に
な
ら
な
い「
強
さ
」と
、
迅
速

に
回
復
す
る「
し
な
や
か
さ
」を
備
え
た

「
強
靭
な
」ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
施
策

の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る

た
め
、
そ
の
指
針
と
な
る
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

～100年続くまち～

3 幸せ実感
基盤のみがきあげ

市
民
に
よ
る
主
体
的
な
活
動
の
促

進
と
、
そ
れ
を
行
政
が
支
え
る

体
制
を
構
築
す
る
中
で
、
市
民
、
団
体
、

事
業
者
、行
政
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

自
覚
し
力
を
合
わ
せ
、
と
も
に
考
え
と

も
に
行
動
し
持
続
可
能
な
地
域
活
動
を

実
現
す
る
協
働
に
よ
る
ま
ち
を
つ
く
り

ま
す
。

　

市
の
行
財
政
基
盤
は
、
財
政
的
に
も

人
事
的
に
も
弾
力
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
行
政
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
、

健
全
で
身
の
丈
に
あ
っ
た
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
し
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
調
和

し
た
都
市
と
し
て
の
姿
を
今
後
も
保

ち
、災
害
や
犯
罪
等
の
不
安
な
く
、安
全
、

安
心
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
通
じ
て
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま

ち
を
つ
く
る
た
め「
幸
せ
実
感　

1
0
0

年
続
く
ま
ち
」を
目
標
と
し
ま
す
。

　

ご
み
袋
の
売
上
金
を
財
源
に
、
新
生

児
や
在
宅
介
護
者
な
ど
オ
ム
ツ
を
日
常

的
に
使
用
す
る
方
へ
、
ご
み
袋
の
無
料

配
布
を
行
う
こ
と
で
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
っ
た
り
、
各
区
に
お
い
て
収
集

さ
れ
た
資
源
物
の
量
に
応
じ
て
奨
励
金

を
交
付
し
、
更
な
る
分
別
収
集
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
可
燃
ご
み
の
更
な
る
減
量

化
を
推
進
す
る
た
め
、
ご
み
の
分
別
説

明
会
等
の
活
動
を
行
い
、
ご
み
の
分
別

推
進
に
努
め
ま
す
。

笛
吹
み
ん
な
の
広
場
整
備
事
業

（
政
策
課
）（
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
）

 

…
8
億
1
3
6
0
万
円

　

笛
吹
市
の
玄
関
口
で
あ
る
J
R
石

和
温
泉
駅
の
南
側
に
位
置
す
る
2
・

5
h
a
の
広
さ
の
一
団
の
土
地
で
あ

る
笛
吹
み
ん
な
の
広
場
を「
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
緑
豊
か
な

公
園
」と
し
て
整
備
し
、併
せ
て
大
規
模

災
害
時
に
は
自
衛
隊
が
活
動
の
拠
点
と

で
き
る
よ
う
な
整
備
を
行
い
ま
す
。
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重 点 事 業

本
市
の
将
来
像
の
実
現
を
目
指
す
に
当
た
っ
て
は
、

「
人
の
み
が
き
あ
げ
」

「
産
業
の
み
が
き
あ
げ
」

「
基
盤
の
み
が
き
あ
げ
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
と
す
る
な
か
で
、

市
民
や
事
業
者
な
ど
、本
市
に
関
わ
る
方
々
と
行
政
が
、

こ
こ
ろ
を
一
つ
に
合
わ
せ
、共
通
認
識
を
深
め
た
上
で
、

協
働
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
、

本
市
の
財
政
運
営
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
で
、

人
や
財
源
な
ど
の
限
ら
れ
た
資
源
を

有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

本
市
は
こ
う
し
た
方
向
性
に
沿
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

庁
舎
等
施
設
整
備
事
業

（
管
財
課
）

 

…
3
億
9
1
3
4
万
円

　

本
館
の
来
庁
者
駐
車
場
不
足
の
解
消

と
、
老
朽
化
し
て
い
る
既
存
の
立
体
駐

車
場
の
耐
震
対
策
の
た
め
、
立
体
駐
車

場
の
建
て
替
え
等
に
よ
り
、
安
全
で
利

用
し
や
す
い
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

行
政
改
革
推
進
事
業

（
事
務
事
業
分
析
）

（
政
策
課
）

 

…
41
万
円

　

身
の
丈
に
合
っ
た
行
財
政
運
営
に
す

る
た
め
、
組
織
や
業
務
の
効
率
化
及
び

経
費
削
減
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
推
進
事
業

（
政
策
課
）

 
…
5
1
6
万
円

　

将
来
の
笛
吹
市
を
見
据
え
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、効
果
的
、効
率
的
な
公

共
施
設
と
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
と
適

正
化
、
新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

施
設
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
が
起
点
、地
域
社
会
を

支
え
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
振
興
促
進
助
成
事
業

（
市
民
活
動
支
援
課
）

 

…
5
3
9
万
円

　

市
民
主
体
の
個
性
豊
か
で
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
市

民
、N
P
O
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
や
行
政

区
、
公
民
館
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

等
が
、地
域
の
問
題
や
課
題
の
解
決
、活

性
化
を
図
る
目
的
で
自
主
的
に
実
施
す

る
、
公
共
的
で
公
益
的
な
事
業
に
対
し

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た

行
財
政
づ
く
り

内
部
情
報
系
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

新　

規

（
情
報
シ
ス
テ
ム
課
）

 

…
9
7
7
万
円

　

行
政
の
効
率
化
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、

職
員
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
内
部

情
報
系
シ
ス
テ
ム（
文
書
管
理
、人
事
給

与
、庶
務
管
理
、財
務
会
計
、電
子
決
裁
）

の
導
入
に
向
け
、
事
業
者
へ
の
情
報
提

供
依
頼
及
び
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
準
備
等

を
行
い
ま
す
。


